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このク イ ッ ク  インス トール ガイ ドは以下のト ピッ
クを網羅します。

1. システム要件の確認

2. RiskFort のインス トール

3. インス トール後の作業の実行

4. 次に行う こ と

システム要件の確認

RiskFort のすべてまたは任意のコンポーネン ト をイ
ンス トールするコンピュータは、 このセクシ ョ ン
にリ ス ト されたハード ウェアおよびソフ ト ウェア
要件を満たしている必要があ り ます。

ハードウェア要件

RiskFort の最小ハード ウェア要件は、 以下のとおり
です。

• RAM ： 1 GB

• ハード  ディ スク : 10 GB

• プロセッサ ： 2.4 GHz

ソフ トウェア要件

RiskFort の最小ソフ ト ウェア要件は、 以下のとおり
です。

• オペレーティング システム ：

• Solaris SPARC 10

• Red Hat Enterprise Linux 4.0 および 5.0

• サービス  パッ ク ： SP2 以上

• データベース  サーバ ：

• Oracle 10g 以上

• ディ レク ト リ  サーバ ：

• SunOne Directory Server 5.2

• SunOne Directory Server 6.1

• アプリ ケーシ ョ ン サーバ ：

• Apache Tomcat 5.5.23 以上

• IBM WebSphere 6.1 以上

• BEA WebLogic 10 以上

注 : 使用しているアプ リ ケーシ ョ ン  サーバと最も
互換性のある  JDK のバージ ョ ンを使用してく
ださい。

RiskFort のインストール

単一のシステム上に RiskFort をインス トールでき
ます。 または、 複数のシステムにそのコンポーネ
ン ト を分散できます。

たとえば、 2 つのシステムに RiskFort コンポーネン
ト を分散する場合、 通常、 1 つ目のシステム上に
サーバ、 Administration Console、 および UDS コン
ポーネン ト をインス トールし、 2 つ目のシステム上
に Java SDK およびサンプル アプリ ケーシ ョ ンをイ
ンス トールできます。

注 : 分散インス トールを実行する場合、 すべての
ターゲッ ト  システム上でインス トーラを個別
に実行し、 インス トールに必要なコンポーネン
ト を選択する必要があ り ます。

RiskFort をインス トールするには、 以下の手順に従
います。

1. インス トール ウ ィザードを実行します。

• Solaris の場合 ： Arcot-RiskFort-2.2.6--
Solaris-Installer.bin

• Linux の場合 ： Arcot-RiskFort-2.2.6--
Linux-Installer.bin

2. 画面の指示に従います。

3. ［Installation Type］ 画面で以下を実行します。

• 1 つのシステム上にすべての RiskFort コン
ポーネン ト をインス トールする場合は、
［Complete］ を選択します。

• 異なるシステム上に RiskFort コンポーネン
ト を分散する場合は、 ［Custom］ を選択し、
次に、 ［Component Selection］ 画面で必要な
コンポーネン ト を選択します。

4. 画面上の手順に従って、 インス トールを完了し
ます。

重要 : インス トール後の作業の実行を続行する前
に、 必ずシステムを再起動するよ うにして
ください。
2010 年 10 月2010 年 10 月
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インストール後の作業の実行

このセクシ ョ ンでは、 以下について説明します。

1. データベース  スク リプ トの実行

2. データベース  セッ ト アップの確認

3. Web アプリ ケーシ ョ ンの展開

4. Administration Console にログインし、 ブート ス
ト ラ ップする

5. RiskFort サーバの起動

6. Case Management Queuing サーバの起動

7. インス トールの確認

8. サンプル アプ リ ケーシ ョ ンの展開および使用

重要 : 「RiskFort のインス トール」 の説明に従って、
2 つのシステムの分散インス トールを実行し
た場合、 1 つ目のシステムではステップ 1 ～ 
6 を実行し、 2 つ目のシステムではステップ 
7 のみを実行する必要があ り ます。

データベース スクリプ トの実行

RiskFort データベース  スキーマをシードする方法

1. 以下にある、 適切なデータベース  ディ レク ト リ
（oracle） に移動します。

<install_location>/arcot/dbscripts/
2. 以下の順序でスク リプ ト を実行します。

• arcot-db-config-for-common-1.0.sql

• arcot-db-config-for-riskfort-
2.2.6.sql

データベース セッ トアップの確認

RiskFort データベースが正し くセッ ト アップされた
かど うかを確認する方法

1. SYSDBA 権限を持つユーザで RiskFort データ
ベースにログインします。

2. 以下のクエリ を実行します。

SELECT SERVERNAME, VERSION FROM 
ARRFSERVERS;

以下の出力を参照してください。

    SERVERNAME                VERSION 

    -----------------------   ------

    RiskFort                  2.2.6

    RiskFortCaseManagement    2.2.6

3. データベース  コンソールからログアウ ト しま
す。

Web アプリケーシ ョ ンの展開

ユーザ データ  サービス （UDS） および 
Administration Console は Web ベースの RiskFort コ
ンポーネン トで、 サポート されているすべてのア
プリ ケーシ ョ ン サーバ上に展開できます。

• Apache Tomcat

• IBM WebSphere

• BEA WebLogic

これらのアプリ ケーシ ョ ンを展開するための重要
なステップは、 次のとおりです。

1. アプ リ ケーシ ョ ン サーバの準備

2. UDS の展開および展開の確認

3. Administration Console の展開、 および展開の確
認

アプリケーシ ョ ン サーバの準備

Apache Tomcat の場合 ：

Apache Tomcat で Arcot 専用のファイルをコピーす
る方法

1. ArcotAccessKeyProvider.so を。

• Solaris の場合 ： $JAVA_HOME/jre/sparc/
• RHEL の場合 : $JAVA_HOME/jre/bin/

2. arcot-crypto-util.jar を $JAVA_HOME/jre/
lib/ext/ にコピーします。

3. アプ リ ケーシ ョ ン サーバを再起動します。

IBM WebSphere の場合 ：

Arcot 独自仕様のファイルをコピーする方法

1. WebSphere Administration Console にログインし
ます。

2. ［Environment］ - ［Shared Libraries］ をク リ ッ
ク します。
2010 年 10 月
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a. ［Scope］ ド ロ ップダウンから、 有効な可視
性範囲を選択します。 範囲には、 アプ リ
ケーシ ョ ンを展開するターゲッ ト  サーバま
たはノードを含める必要があ り ます。

b. ［New］ をク リ ッ ク します。

c. ArcotJNI などの名前を入力します。

d. ク ラスパスを指定します。 （このパスは、
arcot-crypto-util.jar が存在する場所
を指す必要があ り、 ファ イル名が含まれて
いる必要があ り ます。 たとえば、 /opt/
arcot/ext/arcot-crypto-util.jar など
です。）

e. JNI ライブラ リ  パスを入力します。 （このパ
スは、 ArcotAccessKeyProvider.so が存
在する場所を指している必要があ り ます。）

3. ［Apply］ をク リ ッ ク して、 変更を保存します。

4. サーバレベルのク ラス  ローダを設定します。

a. ［Servers］ - ［Application Servers］ をク リ ッ
ク します。

b. 設定が実行されるサーバの設定ページにア
クセスします。

c. ［Java and Process Management］ - ［Class 
Loader］ をク リ ッ ク します。

d. ［New］ をク リ ッ ク します。

e. ［default Classes loaded with parent class 
loader first］ を選択し、 ［OK］ をク リ ッ ク
します。

f. 自動生成されたク ラス  ローダ ID をク リ ッ
ク します。

g. ク ラス  ローダの ［Configuration］ ページで、
［Shared Library References］ をク リ ッ ク し
ます。

h. ［Add］ - ［ArcotJNI］ - ［Apply］ をク リ ッ
ク します。

i. 変更内容を保存します。

5. ArcotAccessKeyProvider.so を。

• Solaris の場合 ： <WebSphere_JAVA_HOME>/
jre/sparc/

• RHEL の場合 ： <WebSphere_JAVA_HOME>/
jre/bin/

6. WebSphere を再起動します。

BEA WebLogic の場合 ：

WebLogic サーバに Arcot 専用ファイルをコピーす
る方法

1. ArcotAccessKeyProvider.so を。

• Solaris の場合 ： $JAVA_HOME/jre/sparc/
• RHEL の場合 : $JAVA_HOME/jre/bin/

2. arcot-crypto-util.jar を $JAVA_HOME/jre/
lib/ext/ にコピーします。

注 : 必ず WebLogic によって使用される適切な 
<JAVA_HOME> を使用してください。

3. WebLogic Administration Console にログインしま
す。

4. ［Deployments］ に移動します。

5. ［Lock and Edit］ オプシ ョ ンを有効にします。

6. ［Install］ をク リ ッ ク し、 arcot-crypto-
util.jar が含まれるディ レク ト リに移動しま
す。

7. ［Next］ をク リ ッ ク し、 Application Installation 
Assistant を開きます。

8. ［Next］ をク リ ッ ク して、 ［Summary］ ページを
表示します。

9. ［Finish］ をク リ ッ ク します。

10. 変更を有効にします。

11. サーバを再起動します。

UDS の展開および展開の確認

アプ リ ケーシ ョ ン サーバに UDS WAR ファイルを
展開する方法

1. アプ リ ケーシ ョ ン サーバに arcotuds.war を展
開します。 このファ イルは以下から入手できま
す。

<install_location>/arcot/java/webapps/
注 : 展開手順は、 使用しているアプリ ケーシ ョ ン  

サーバに依存します。 詳細な手順については、
アプ リ ケーシ ョ ン サーバ ベンダーのドキュ メ
ン ト を参照して ください。

2. （WebSphere のみ） アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル
が更新される と、 UDS ク ラスを再ロードするよ
うに設定します。
2010 年 10 月
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a. ［Application］ - ［Enterprise Applications］
に移動し、 UDS 設定ページにアクセスしま
す。

b. ［Class loader order］ で、 ［Classes loaded 
with local class loader first (parent last)］ オ
プシ ョ ンを選択します。

c. ［WAR class loader policy］ で、 ［Single class 
loader for application］ オプシ ョ ンを選択し
ます。

d. ［Apply］ をク リ ッ ク して、 変更を保存しま
す。

3. アプリ ケーシ ョ ン サーバを再起動します。

4. UDS が正し く開始したかど うか確認するには、
以下の手順に従います。

a. 次のディ レク ト リに移動します。

<install_location>/arcot/logs/
b. 任意のエディ タで arcotuds.log ファ イル

を開き、 以下の行を見つけます。

• Initializing Arcot User Data 
Service (Version: 1.0.9)

• Arcot User Data Service 
initialized successfully.

これらの行は、 UDS が正常に展開されたこ とを示
しています。 また、 ログ ファ イルには FATAL およ
び WARNING のメ ッセージが含まれていないこ とを
確認するこ とをお勧めします。

Administration Console の展開、 および展開
の確認

アプリ ケーシ ョ ン サーバに Administration Console 
WAR ファ イルを展開する方法

1. アプリ ケーシ ョ ン サーバに arcotadmin.war 
を展開します。 このファ イルは以下から入手で
きます。

<install_location>/arcot/java/webapps/
注 : 展開手順は、 使用しているアプリ ケーシ ョ ン  

サーバに依存します。 詳細な手順については、
アプリ ケーシ ョ ン サーバ ベンダーのドキュ メ
ン ト を参照して ください。

2. アプリ ケーシ ョ ン サーバを再起動します。

3. コンソールが正し く起動したかど うか確認する
には、 以下の手順に従います。

a. 次のディ レク ト リに移動します。

<install_location>/arcot/logs/
b. 任意のエディ タで arcotadmin.log を開き、

以下の行を見つけます。

• Arcot Administration Console 
v1.0.9

• Arcot Administration Console 
Configured Successfully.

これらの行は、 コンソールが正常に展開されたこ
とを示しています。 また、 ログ ファ イルには 
FATAL および WARNING のメ ッセージが含まれてい
ないこ とを確認するこ とをお勧めします。

Administration Console にログインし、
ブートス ト ラ ップする

1. Web ブラウザ ウ ィンド ウで、 Administration 
Console を起動します。 以下が Administration 
Console の URL です。

http://<host>: <port>/arcotadmin/
masteradminlogin.htm

こ こで、 host および port は、 コンソールを展開
したアプリ ケーシ ョ ン サーバのものである必要
があ り ます。

2. デフォルトの MA クレデンシャルを使用してロ
グインします。

• ユーザ名 ： masteradmin

• パスワード ： master1234!

3. ［Begin］ をク リ ッ ク して、 ブート ス ト ラ ップ プ
ロセスを開始します。

4. ［Old Password］、 ［New Password］、 ［Confirm 
Password］ を入力し、 ［Next］ をク リ ッ ク しま
す。

5. UDS 設定パラ メータを指定します。 デフォルト
をそのまま使用できます。

6. デフォルトの組織の ［Display Name］ および
［Authentication Mechanism］ を指定し、 ［Next］
をク リ ッ ク します。

7. ［Continue］ をク リ ッ ク して、 ブート ス ト ラ ッ
プ プロセスを完了します。
2010 年 10 月
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RiskFort サーバの起動

1. 以下のディ レク ト リに移動します。

   <install_location>/arcot/bin/
2. ./riskfortserver start コマンドを実行し

ます。

Case Management Queuing サーバの
起動

Case Management Queuing サーバを起動する方法

1. 以下のディ レク ト リに移動します。

   <install_location>/arcot/bin/
2. ./casemanagementserver start コマンドを

実行します。

インストールの確認

インス トールを確認する方法

1. 次のディ レク ト リに移動します。

<install_location>/arcot/logs/
2. 任意のエディ タで arcotriskfort.log を開き、

以下の行を見つけます。

• STARTING Arcot RiskFort 2.2.6_s

• STARTING Arcot RiskFort 2.2.6_l

• Arcot RiskFort Service READY.

また、 ログ ファイルには FATAL および WARNING の
メ ッセージが含まれていないこ とを確認するこ と
をお勧めします。

サンプル アプリケーシ ョ ンの展開およ
び使用

サンプル アプ リ ケーシ ョ ンを展開する方法

1. アプリ ケーシ ョ ン サーバ サービスを停止しま
す。

2. 以下の場所から  riskfort-2.2.6-sample-
application.war を展開します。

<install_location>/arcot/samples/java/

注 : また、 パッケージには riskfort-2.2.6-
sample-application.war もあ り ますが、 上
記の場所のみからサンプル アプリ ケーシ ョ ン 
ファ イルを展開するこ とをお勧めします。

3. 以下の URL を指定して、 サンプル アプ リ ケー
シ ョ ンにアクセスします。

http://<host>:<port>/riskfort-2.2.6-sample-
application/index.jsp

4. （分散インス トールのみ） サンプル アプリ ケー
シ ョ ンを、 RiskFort サーバと通信するよ うに設
定します。

a. エディ タ  ウ ィンド ウで riskfort.risk-
evaluation.properties ファ イルを開き
ます。 このファ イルは以下から入手できま
す。

<AppHome_riskfort-2.2.6-sample-
application>/WEB-INF/classes/
properties/
b. 以下のパラ メータの値を設定します。

• HOST.1
• PORT.1

5. アプ リ ケーシ ョ ン サーバを再起動します。

6. 画面の指示に従い、 次の手順を実行します。

a. RiskFort データベースに作成されていない
ユーザのリ スク評価を実行します。

b. RiskFort データベースでユーザを作成しま
す。

c. 同じユーザのリ スク評価を実行します。

次に行う こと

インス トール後のタスクを完了した後は、 RiskFort 
によって提供される  Java アプ リ ケーシ ョ ン プログ
ラ ミ ング インターフェース （API） および Web 
サービスを設定する必要があ り ます。

• リ スク評価 Java SDK の設定

• 発行 Java SDK の構成

• Web サービスの設定
2010 年 10 月
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リスク評価 Java SDK の設定

RiskFort リ スク評価 SDK を設定するには、 以下の
手順に従います。

1. ARCOT_HOME/sdk/java/lib/ から、 JAR ファ
イルを <APP_SERVER_HOME> ディ レク ト リの適
切な場所にコピーします。 （たとえば、 Apache 
Tomcat では、 この場所は <APP_HOME>/WEB-
INF/lib/ です。）

• /arcot/arcot_core.jar
• /arcot/arcot-riskfort-

evaluaterisk.jar
• /arcot/arcot-riskfort-mfp.jar
• /arcot/arcot-pool.jar
• /external/bcprov-jdk14-139.jar
• /external/commons-httpclient-3.1.jar
• /external/commons-lang-2.0.jar
• /external/commons-logging-1.0.4.jar
• /sdk/java/lib/external/commons-pool-

1.4.jar
• /external/json-lib-0.7.1.jar
• /external/log4j-1.2.9.jar
• /external/oro-2.0.8.jar
• /external/xalan-2.7.0.jar
• /external/xercesImpl-2.6.2.jar
• /external/xml-apis-1.0.b2.jar
• /external/xmlParserAPIs-2.6.2.jar
• /external/xom-1.1.jar
• /external/servlet-api-2.4.jar

2. log4j.properties.risk-evaluation および 
riskfort.risk-evaluation.properties 
ファ イルを設定します。

• アプリ ケーシ ョ ンにすでに設定済み log4j 
ファ イルがある場合、 これと以下のファイ
ルをマージします。

• <install_location>/arcot/sdk/
java/properties/
log4j.properties.risk-evaluation

• <install_location>/arcot/sdk/
java/properties/riskfort.risk-
evaluation.properties

• アプリ ケーシ ョ ンで log4j ファイルがまだ
設定されていない場合、 以下の手順に従い
ます。

i. log4j.properties.risk-
evaluation の名前を 
log4j.properties に変更します。

ii. riskfort.risk-
evaluation.properties と  
log4j.properties をマージします。

iii.log4j.properties ファ イルを  
<APP_HOME>/WEB-INF/classes/
properties/ にコピーします。

発行 Java SDK の構成

RiskFort 発行 SDK を設定する方法

1. ARCOT_HOME/sdk/java/lib/ から、 JAR ファ
イルを <APP_SERVER_HOME> ディ レク ト リの適
切な場所にコピーします。 （たとえば、 Apache 
Tomcat では、 この場所は <APP_HOME>/WEB-
INF/lib/ です。）

• /arcot/arcot_core.jar
• /arcot/arcot-riskfort-issuance.jar
• /arcot/arcot-pool.jar
• /external/bcprov-jdk14-139.jar
• /external/commons-beanutils-

1.7.0.jar
• /external/commons-collections-

3.1.jar
• /external/commons-lang-2.0.jar
• /external/commons-logging-1.0.4.jar
• /external/commons-pool-1.4.jar
• /external/dom4j-1.6.1.jar
• /external/jaxen-1.1-beta-8.jar
• /external/jdom-1.0.jar
• /external/log4j-1.2.9.jar
• /external/oro-2.0.8.jar
• /external/xalan-2.7.0.jar
• /external/xercesImpl-2.6.2.jar
• /external/xml-apis-1.0.b2.jar
• /external/xmlParserAPIs-2.6.2.jar
• /external/xom-1.1.jar

2. log4j.properties.riskfort-issuance およ
び riskfort.issuance.properties ファ イル
を構成します。

• アプ リ ケーシ ョ ンにすでに設定済み log4j 
ファ イルがある場合、 これと以下のファイ
ルをマージします。

• <install_location>/arcot/sdk/
java/properties/
log4j.properties.riskfort-
issuance
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• <install_location>/arcot/sdk/
java/properties/
riskfort.issuance.properties

• アプリ ケーシ ョ ン log4j.properties ファ
イルがまだ設定されていない場合、 以下の
手順に従います。

i. log4j.properties.riskfort-
issuance の名前を log4j.properties 
に変更します。

ii. riskfort.issuance.properties と  
log4j.properties をマージします。

iii.log4j.properties ファイルを  
<APP_HOME>/WEB-INF/classes/
properties/ にコピーします。

Web サービスの設定

RiskFort Web サービスを使用している場合、 以下の
手順に従います。

1. アプリ ケーシ ョ ン サーバを停止します。

2. 次のディ レク ト リに移動します。

<install_location>/arcot/wsdls/
riskfort/

3. 以下の WSDL を使用して、 各ク ライアン トの
コードを生成します。

• ArcotRiskFortEvaluateRiskSvc.wsdl ： 
リ スク評価 Web サービス用。

• ArcotRiskFortIssuanceSvc.wsdl ： 発行 
Web サービス用。

4. アプリ ケーシ ョ ン サーバを再起動します。

5. ブラウザ ウ ィンド ウで、 以下の URL にアクセ
スして、 ク ライアン トが Web サービスにアクセ
スできるかど うか確認します。

• リ スク評価 ： 
http://<RISKFORT_SERVER_IP>: <PORT>/
services/RiskFortEvaluateRiskSvc

• 発行 ： 
http://<RISKFORT_SERVER_IP>: <PORT>/
services/RiskFortIssuanceSvc
2010 年 10 月
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